
国民の世論と運動で、「社会保障・税一体改革」をやめさせ、社会保障拡充への転換を！ 

ほっかいどうの社会保障 
２０２０年１２月２８日  北海道社会保障推進協議会 Tel:011-758-2648  FAX:758-4666 

 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い 

自治体へ緊急要請！   
 

新型コロナウイルス感染症が各地で拡大しています。

緊急の対応が必要です。そのため、道内各地の社保協な

どが自治体に要請しています。 

 

西川市長に直接要請 
       旭川・上川社保協 
 

 12月16日、旭川・上川社保協は、旭川市長に対して「新

型コロナウイルス感染症クラスター禍で奮闘する医療

機関へ支援の緊急要請」しました。 

 要請項目は、〇感染防止のために市内医療機関の連携や調整、入院病床や宿泊療養施設の確保。〇国にＧoＴoトラ

ベルの対象地域から、今すぐ旭川市を外すように要請する。〇病院・介護施設等への社会的検査、大規模・地域集中

的なＰＣＲ検査。〇医療機関の減収補填。〇保険薬局で働く従事者に対する慰労金。〇ホテル等で生活しながら業務

をする医療従事者への宿泊費用等の支援などです。当日は、西川市長や保健福祉部長（保健所長）が対応しました。 

 同社保協や加盟団体は、春にも旭川市に対して、新型コロナウイルス対策を要請しています。 

 
北海道知事へ要請 
    地域医療と公立病院を守る道連絡会 
 

12月23日、地域医療と公立病院を守る北海道連絡会（道医労連、

道自治労連、道労連、道民医連、道社保協）は、北海道に、「新型

コロナウイルス感染拡大に伴う緊急要請」を行いました。 

要請項目は「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健

康を守るための国会請願署名」の項目に、ＰＣＲ検査と職員の精神的ケア、さらに75歳以上の医療費窓口負担2割化

中止を国に求めることを加えました。 

 

市民の生活を守り安心して暮らしを 札幌市長へ要請   札幌社保協 
 

12月28日、札幌社保協は、札幌市長に対して、「新型

コロナウイルス感染拡大に伴う緊急要請書」と「市民の

生活を守り安心して暮らせるための要望書」を提出しま

した。感染対策をはじめ、「福祉灯油」などの冬の暮ら

しへの支援など、暮らしと社会保障、安心・安全のまち

づくり（40項目）について要請しました。       

旭川市が医療機関への財政支援 12/18 議会で可決（新型コロナウイルス感染症に関する第 7次緊急対策） 

 ＊基幹病院、医師会 各 500 万円  歯科医師会、薬剤師会 各 250 万円 

  ＊大規模クラスター発生施設（吉田病院、北海道療育園） 各 500 万円 


